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う
ま
く
捕
ま
え
ら
れ
る
か
な

セ
ミ
捕
り

夏
休
み
も
、
も
う
残
り
わ
ず
か
。

朝
晩
の
過
ご
し
や
す
さ
に
、
秋
の
気

配
が
ほ
の
か
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、

夏
は
ま
だ
真
っ
盛
り
。

涼
を
求
め
て
プ
ー
ル
ベ
、
あ
る
い
は

友
達
同
士
で
駆
け
回
る
な
ど
、
遊
び
に

夢
中
で
す
。

子
供
た
ち
の
遊
ん
で
い
る
姿
を
見
る

に
つ
け
、
最
近
あ
ま
り
見
掛
け
な
く
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、
セ
ミ
や
ト
ン

ボ
捕
り
。

都
市
化
が
進
ん
で
セ
ミ
や
ト
ン
ボ
ガ

少
な
く
な
っ
た
た
め
か
と
も
思
い
ま
し

た
が
、
市
内
に
数
多
い
梨
園
の
そ
ば
の

木
立
で
は
、
セ
ミ
の
鳴
き
声
が
う
る
さ

い
く
ら
い
。

た
ま
に
は
、
親
子
で
セ
ミ
捕
り
を
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
父

さ
ん
と
一
緒
に
プ
ー
ル
に

入
り
に
来
た
ん
だ
け
ど
、
ま
だ
時

間
が
あ
る
の
で
遊
ん
で
る
の
。

こ
の
辺
は
セ
ミ
が
い
っ
ぱ
い
い

て
楽
し
い
よ
。
場
所
は
な
い
し
よ

だ
け
ど
。

松飛台

山村祥くん

悠 くん(右)

水緑文化



食
生
活
講
座
を
開
催

あなたの食事は

大丈夫ですか?

食生活は健康の基本です。あなたの食生活

をもう一度確かめてみませんか。

会場…市民会館

定員…先着20人

費用…無料

惠電話で、健康管理課松戸方面保健室へ

期 日 時 間
内 容

お 話 調理実習

9/4 廁

午前10時

S

正午

健康と食生活について

11廁

午前10時

S

午後1 時30分

あなたの食事量は大丈夫?

(自分の適量を知ろう)
主婦の一食分

18廊

午前10時

S

午後1 時30分

成人病を予防しよう
野菜をいっぱい

食べよう

25廊

午前10時

S

午後1 時30分

年代別食事のとり方
カルシウムを

上手にとろう

秋
の
味
覚
を
楽
し

も
う

皆さんおそろいでどうぞ

市
内
に
は
五
地
区
に
観
光
梨

園
が
あ
り
、
今
日
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。入
場
は
無
料
で

す
。
皆
さ

ん
の
ご
来
園
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
開
園
期
間
・
:
8
月
2
0日
附
~

1
0月
1
5日
團

〈

地

区

・

交

通

〉

高
塚
地
区
…
松
戸
駅
西
口
か

ら
京
成
バ
ス
「
国
立
松
戸
病
院

行
き
」
で

、
東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ

ー
ク
前
か
ら
終
点
ま
で
の
各
停

留
所
下
車
か
、「
梨
香
台
団
地
行

き
」
で
終
点
下
車

岌
連
絡
先
…
石
橋
容
9
2
-
9
1

3
4

番

五
香
・
金

ケ
作
地
区
…
新
京

成
電
鉄
常
盤
平
・
五

香
・
元
山

の
各
駅
下
車
。
五
香
駅
か
ら
は

新
京
成
バ
ス
「
小
新
山
行
き
」
で

金
ヶ
作
入
口
下
車

※
連
絡
先
…
真
嶋
容
8
7
-
1
0

1
9

番

六
実
地
区
…
東
武
鉄
道
六
実

駅
下

車

汰
連
絡
先
…
竹
村
容
8
7
-
4
3

2
8
番

串
崎
地
区
:
新
京
成
電
鉄
く

ぬ
ぎ
山
駅
下
車
、
ま
た
は
北
総

開
発
鉄
道
大
町
駅
下
車

汰
連
絡
先
・
:皆
川
登
8
7
-
5
3

3
9
番

松
戸
地
区
…
松
戸
駅
下
車

寮
連
絡
先
…
佐
々
木
登
6
2
-
8

4
8
0

番

題

商
工
課
事
業
係

品 種 時 期 価格(lkg)

幸 水

8月中旬

500 円

多 摩

豊 水

8月下旬

S

9月中旬

菊 水

二十世紀

長十郎 300 円

新 高

9月下旬

S

10月上中旬

500 円新 星

新 興

※価格は消費税込みの値段です。

敬
老
お
こ
づ
か
い
を

満
6
9
歳
以
上
の
人
に
差
し
上
げ
ま

す

下

表
の

日

程
で

、
お

渡
し

し

ま

す
の

で

、

該

当

す
る

人
は

お

い

で

く

だ

さ

い

。

対

象
・
:
平

成
4

年
4

月
1

日

現

在

、
市

内
に

居

住
し
て

い

る

満
六

十

九

歳

以
上

の

人
(

大
正

1
9
一
年
4

月
1

日

以

前
生

ま

れ
)

※

該
当

す

る

人
に

は

、

今
月

中

に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

金
額
・
:
七

千
円
(

所

得

・
年

金
に

は

関

係

あ
り

ま

せ

ん
)

満
七
十
歳
以
上
の
人
に
は

長
寿
の
お
祝
い
品
も

基
準
日
…
9
月
1
5日
竕

①
満
七
十
歳
~
八
十
九
歳
の
人

に
は
、
敬
老
お
こ

づ
か
い
と

同
時
に

、
敬
老
祝
い
品
を
贈

り
ま
す
(
一
部
地
域
で
は
町

会
・
自
治
会
を
通
し
て

贈
呈
)
。

②
満
九
十
歳
以
上
の
人
に
は
、

高
齢
者
祝
い

品
を
、
市
か
ら

直
接
お
届
け
に

伺
い
ま
す
。

頽
な
が
い
き
課
庶
務
係

高齢者祝い品を市長が贈呈

敬老おこづかいお渡し日程表

期 日 曜日 会 場 時 間

9月1 日 (火)
六実市民センター

古ヶ崎市民センター

午前10時

S

午後3 時

2日 伽
八ヶ崎市民センター

小金原市民センター

3日 附 桾台市民センター

4日 廊
新松戸市民センター

五香市民センター

5日 出
二十世紀が丘市民センター

小金北市民センター

午前10時~

正午

7日 (月) 松飛台市民センターハ柱市民センター
馬橋市民センター

午前10時

S

午後3 時

8日 (火)
馬橋東市民センター

馬橋支所

9日 困
市民会館

総合福祉会館

10日 困
市民会館

東部支所

11日 廊
市民会館 ※

小金市民センター

14日 (月) 常盤平市民センター

明市民センターが工事のため今回に限り市民会館に変更します。

9
月
定
例
市
議
会
開
催
予
定

平
成
4

年
松
戸
市
議
会
9

月

定
例
会
は
、
9

月
3
日
團
か
ら

2
2日

㈹
ま
で

開
催
さ
れ
る
予
定

で

す
。

請
願
・
陳
情
は
8
月
2
9日
出

午
後
O
時
3
0分
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い

。

※
傍
聴
さ
れ
る

際
は
、
日

程
を

あ
ら
か
じ
め

確
認
し
て

く
だ

さ
い
。

蠢
市
議
会
事
務
局
議
事
課

22 81 71 61 41 11 01 9 Q
U 7 4 3 期

日火 金 木 水 月 金 木 水 火 月 金 木

本

会

議

決
算
審
査
特
別
委
員
会

常

任

委

員

会

本

会

議

招
集
日
・
本
会
議

会

議

予

定

議
案

等
の

議
決

平
成
3
年
度
各
会
計

決
算
認
定
審
査

議

案

等

の

審

査

一

般

質

問

議

案

説

明

主

な

内

容

8
月
は
特
別
土
地
保
有
税
(
取
得
分
)

の
申
告
納
付
月
で
す

対
象
・
:平
成
3

年
7
月

―
日

か
ら
平
成
4

年
6

月
3
0日
の
間

に
市
内
の
土
地
を
合
計
で
千
平

方
㍍
以
上
取
得
し
た
個
人
お
よ

び
法
人
税
額
・
=土
地
取
得
価
額
に
三

%

を

乗
じ

た

額
か

ら

、

不

動

産

取

得
税

相

当

額

を

控
除

し

た

額

申

告
納

付

期
限
・・・
8

月
3
1
日

囲圜

税

制

課

諸

税
係

平 成4 年 度

児 童 扶 養 手 当現 況 届 を受 け付 け中

期限…9 月10日困

※提出しない人は、年内に手当を受け取る

ことができませんので、ご注意ください。

醴援朦朦援護係

8/30~9/5 建 築 物 防 災 週 間

災害のない安全な街づくりを目指しましよう

醋建築指導課

観光梨園が今日オープン



あ
な
た
の
健
康
を
早
め
に
チ
ェ
ッ
ク

成
人
病
か
ら
あ
な
た
の
健
康

を
守
る
た
め
に
は

、
定
期
的
な

健

康
チ
ェ
ッ
ク
が
大
切
で

す
。

市
で
は
、
各
種
検
診
を
行
っ

て

、
皆
さ
ん
の

健
康
維
持
の
お

手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

春
に
四
十
歳
以
上
の
人
を
中

心
に
個
人
通
知
を
し
ま
し
た
が
、

4
月
以
降
、
ま
だ
受
診
し
て
い

な
い
人
は
、
表
1
・
2
の
要
領

で

受
診
し
て

く
だ
さ
い

。

9

月

か

ら

大

腸

が

ん

検

診

が

始

ま

り

ま

す

近
年
、
わ
が
国
で
は

食
生
活

の
欧
米
化
に
伴
い

、
大
腸
が
ん

が
急
速
に
増
え
て
い
ま
す
。

こ
こ

数
年
、
大
腸
が
ん
に
よ

る
死
亡
者
は

毎
年
約
千
人
ず
つ

増
え
続
け
、
平
成
2

年
に
は
、

二
万
四
千
人
を
超
え
ま
し
た
。

増
え
続
け
る
大
腸

が
ん
で

す

が
、
早
期
に
発
見
し

、
治
療
す

れ
ば
よ
く
治
り
ま
す

。

そ
こ
で
、
市
で
は
9

月
か
ら

大
腸
が
ん
検
診
(
便
潜
血
反
応

検
査
)

を
実
施
す
る
こ

と
に
な

り
ま
し
た
。
実
施
内
容
は
表
1

の
と
お
り
で

す
。

黯
健
康
管
理
課

表2 集団検診実施日程表

期 日 受 付 時 間 会 楊

9/70 月)
午前9 時30分~11時と

午後1 時30分~3 時
小金市民センター

8(火)

午後1 時30分~3 時

小金北市民センター

10附

小金原市民センター

11廁
午前9 時30分~11時と

午後1 時30分~3 時

14(月) 午後1 時30分~3 時 ハケ崎市民センター

16團
午前9 時30分~11時と

午後1 時30分~3 時
馬橋市民センター

り附 午後1 時30分~3 時

新松戸市民センター

18(金)

午前9 時30分~11時と

午後1 時30分~3 時

21(月) 午後1 時30分~3 時 馬 橋 支 所

24困
午前9 時30分~11時と

午後1 時30分~3 時 衛 生 会 館

25廁 午後5 時30分~7 時

28(月) 午前9 時30分~11時と

午後1 時30分~3 時

健康増進センター

29(火) 稔台市民センター別館

3咽 午後1 時30分~3 時 小山集会所

※最寄りの会場に当日直接おいでください。

※各会場の駐車場が狭いため車での来場はご遠慮ください。

表1 検診実施内容

健康診査 方 法 実施時期 実施場所 対 象 検 査 項 目 費 用

基本健康診査

集団 表2 の日程表により
40歳~59

歳の男女

○身体計測 ○検尿 ○血圧測定 ○問診

○血液検査(貧血検査・肝機能検査・コ

レステロール・中性脂肪・尿酸・クレ

フフチニン)

○医師が必要と認めた人には心電図検査

・血糖検査・眼底検査を実施します。
個別
平成5 年

3月まで

受託医療

機関

40歳以上の

男女

※今年度から血液検査にクレフフチニン( 腎機能検査) が加わりました。

注意事項 午前中受ける場合…朝食をとらないで検査を受けてください。

午後受ける場合…朝食を軽くして、昼食はとらないで検査を受けてください。

肺がん検診

(結核住民

健康診断)

集団 表2 の日程表により
40歳~59

歳の男女

○胸部レントゲン検査

(間接撮影)

○問診

o 医師が必要と

認めた人には

喀痰細胞診検

査を実施しま

す。

無

料

喀
痰
細
胞
診
検
査

400円

個別
平成5 年

3月まで

受託医療

機関

40歳以上の

男女

○胸部レントゲン検査

(直接撮影)
700円

大腸がん検診

集団 表2 の日程表により
40歳~59

歳の男女

O問診 ○便潜血反応検査

300円

個別
9月~

平成5 年3月

受託医療

機関

40歳以上の

男女
600円

※基本健康診査と同時に受け付けをします。

※婦人の健康診査( 対象35歳~39歳の女性) と胸部レントゲン検査( 対象15歳以上の男女) の集団検診を表2 の日程に

より併せて実施しています。

無

料

無

料

喀
痰
細
胞
診
検
査

「
一
日

一
円
の
保
険
」
で
お

な
じ
み
の

市
民
交
通
傷
害
保
険

の
予
約
受
け
付
け
が
、
9
月
1

日
㈹
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

下
表
の
日

程
で
出
張
受
け
付

け
も
行
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
加

入
(

更
新
)
の
手

続
き
を
し
て

く
だ
さ
い

。

こ

の
保
険
は

、
一
年
間
の

保

険
料
掛
け
捨
て
で

、
最
高
百
万

円
ま
で
保
障
さ
れ
ま
す
。

加
入
で
き
る
人
・
=市
内
に
住

ん
で
い
て

、
住
民
登
録
ま
た
は

外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人
。

市民交通傷害保健

9/1
予
約受け付け開始

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う

市
内
の

事
業
所
に

勤
務
し
て
い

る
人保
険
料
上

人
一
口
に
限
り
、

年
額
三
百
六
十
円
(

中
途
加
入

は
月
割
り
三
十
円
)
。
来
春
小
学

校
に
入

学
す
る
児
童
は
百
八
十

円
で

す
の
で
、
申
込
時
に
係
員

に
申
し

出
て
く
だ
さ
い

。

保
険
期
間
・
:平
成
4

年
1
0月

1
日
～
5

年
9
月
3
0日

対

象
と

な

る
事
故
・・・
自

動

車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
・

電
車
な
ど
に
関
連
し

、
国
内
で

発
生
し

た
交
通
事
故
(
航
空
機
・

船
舶
事
故
は
除
く
)

加
入
の
申
し
込
み
・
:印
鑑
・

保
険
料
を
持
っ
て

、
安
全
課
・

市
民
課
・
各
支
所
ま
た
は
出
張

受
付
会
場
で

保
険
金
の
請
求
・
:被
保
険
者

カ
ー
ド
・
交
通
事
故
証
明
書
・

医

師
の
診
断
書
・
印
鑑
を
持
っ

て

、
事
故
発
生
後
二
年
以
内
に

安
全
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ

さ
い

。

※
交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き
は
、

必
ず
警
察
へ

届
け
て
く
だ
さ

い

。

蠢
安
全
課
庶
務
係

出張受け付け日程表

期 日 時 間 会 場

9/7(1 月) 午後1 時30分

~3 時30分

松戸駅東西連絡通路

8C火) 八ヶ崎流通センター・八ヶ崎会館

9團 午前10時~午後2 時 市立病院

1
0

午後1 時30分

S

3時30分

小金北小学校

11刪 あさひ幼稚園・五香公会堂

14(月) 高塚団地管理事務所

16困 六実集会所

17附 伊勢丹松戸店

18廁 矢切幼稚園

21(月) さかえ幼稚園

22(火) 小山集会所

24困 八柱市民センター・牧の原栴檀幼稚園

25廊 明市民センター・みやこ幼稚園

28(月) 稔台市民センター・みどり幼稚園

29(火) 馬橋市民センター・馬橋東市民センター

30團 松戸駅東西連絡通路

雨天の場合、会場により中止する場合があります。

あ
な
た
の
健
康

誰
で
も
顔
の
し
み
は
気
に
な

る
も
の
で
す
が
、
夏
も
終
わ
り

に
近
づ
く
と
し
み
が
増
え
た
り
、

色
が
濃
く
な
る
た
め

、
が
ん
の

よ
う
な
悪
い
も
の
に
な
っ
た
の

で

は
な
い
か
と
、
心
配
し
て

診

察
を
受
け
に
く
る
患
者
さ
ん
が

多
く
な
り
ま
す
。

顔
の
し
み
は
、
肝

斑
と
い

わ

れ
る
妊
娠
可
能
な
年
代
の
女
性

特
有
の
し
み
を
除
け

ば
、
大
部

分
は
老
人
性
色
素
斑
と
い
う
ご

く
あ
り
ふ
れ
た
皮
膚
病
変
で
す
。

こ

れ
は
男
性
で
は
早
く
も
十

代
、
女
性
で
は
二
十

代
で

現
わ
れ
、
年
を

と
る
と
と
も
に
増
え
、

四
十
代
で
は
男
女
と

も
六
〇
%
以
上
、
五

十
代
に
入

る
と
九
〇

%
、
そ
し
て
こ
れ
よ

り
も
高
齢
者
で
は
全

員
に
み
ら

れ
ま
す
。

老
人
性
色
素
斑
に

は
、
若
者
の
そ

ば
か

す
に
似
た
小
さ
な
色

素
斑
か
ら
、
貨
幣
大

く
ら
い
ま
で
の
大
き

い
色
素
斑
が
あ
っ
て
、
色
は
比

較
的
均
一
、
淡
褐
色
で
あ
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
と
き
に

濃
褐
色
か
ら
青
黒
色
を
帯
び
た

も
の
も
あ
り
ま
す
。

表
面
の
性
状
は
周
囲
の
健
康

な
皮
膚
と
同
様
で
、
炎
症
な
ど

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
主
に
顔

や
首
、
手
の
甲
な
ど
、
日
ご
ろ

か
ら
日
光
に
よ
く
当
た
る
皮
膚

に
数
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

将
来
悪
性

化
の
恐
れ
は
?

老
人
性
色
素
斑
の
原
因
は
、

顔 の し み 皮
膚
の
老
化
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
長
い

間
繰
り
返
さ
れ
る
日
光
の
照
射

が
関
係
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

こ
の
色
素
斑
が
将
来
、
が
ん
な

ど
の
よ
う
な
悪
性
の
病
変
を
お

こ
す
こ
と
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

老
人
性
色
素
斑
に
大
変
よ
く

似
た
も
の
に
、
将
来
悪
性
変
化

を
す
る
黒
色
が
ん
前
駆
症
が
あ

り
ま
す

。

こ
れ
は
中
年
以

後
の
人
の
顔

に

、
初
め
小
さ
な
褐
色
の
し
み

と
し
て
現
れ
ま
す
。
老
人
性
色

素
斑
と
は
見
分
け
が

つ
き
ま
せ
ん
が
、
長

い
間
か
か
っ
て
次
第

に
周
囲
に
向
か
っ
て

拡
大
し
、
と
き
に
は

鶏
卵
大
以
上
に
も
な

り
、
色
は
褐
色
か
ら

黒
色
で
、
し
か
も
濃

淡
さ
ま
ざ
ま
で
均
一

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

表
面
は
委
縮
し
た

り
い
ぼ
状
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
も

し
も
顔
の
し
み
に
、

少
し

で

も
こ

の

よ

う
な

変
化

が

あ

っ

た

と
き

は

、

専
門

医

の

検

査

を

受
け

、

さ

ら
に

そ
の

経

過

を

詳
し

く
観

察

し
て

い

く

こ

と

が

必
要

で

す

。

そ

れ
に

反

し

て

、

老
人

性

色

素

斑

と
い

わ

れ

る
し

み

は

、

美

容

的

な

問
題

を

除

け

ば

、
治

療

の
必
要
は
な
い

と
い
え
ま
し

ょ
う
。

た

だ

色
素

斑

を

増
や

さ

な

い

た

め
に

は

、

夏

の

強
い

日

光

を

さ

け

る
よ

う

心

が

け
て

く

だ

さ

い

。

(
松
戸

市

医

師

会
)

健康診査のご案内



皆
さ
ん
は
、
家
庭
で
災
害
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。

大
正
1
2年
9
月
1
日
の
「
関
東
大
震
災
」
は
、
関
東
地

方
南
部
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

そ
の
苦
い
体
験
を
教
訓
と
し
、
日
ご
ろ
か
ら
地
震
に
対

す
る
注
意
を
忘
れ
ず
に
、
災
害
に
対
し
て
の
準
備
を
怠
ら

な
い
よ

う
に
と
、
9
月
1
日

を
「
防
災
の
日
」
と
定
め
て

い
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
被
害
を
最
小
限
に
お
さ
え

る
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
あ
わ
て
ず
に
適
切
な
行
動
を
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
日
を
機
会
に
家
庭
で
、
そ
し
て
職
場
で
、「
防
災
対

策
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
よ
う
。

備
え
よ
う
！

三
日
分
の
水
・
食
糧

人
が
自
然
と
共
存
し

生
活
を

お
く
る
う
え
で
、
地
震
や

台
風

な
ど
の
災
害
に
対
す
る
備
え
を

忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

過
去
に
も

、
大
災
害
と
な
っ

た
関
東
大
震
災
(

大
正
1
2
年
9

月
)
、
記
憶
に
ま
だ
新
し
い
千
葉

県
東
方
沖
地
震
(

昭
和
6
2年
1
2

月
)

な
ど

、
数
多
く
の
災
害
が

起
き
て
い
ま
す
。

昭
和
4
4年
に
は
地
震
予
知
連

絡
会
が
設
立
さ
れ
、
千
葉
県
は

南
関
東
地
震
の
観
測
強
化
地
域

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
、
突
然
地
震
が
発
生
し
た

と
し
て
も
、
あ
な
た
は
大
丈
夫

で
す
か
?

水
と
食
糧
は
備
え

て
あ
り
ま
す
か
?

市
で
は
、
非
常
食
の
備
畜
と

飲
料
水
の
確
保
は
し
て
い
ま
す

が
、
災
害
時
の
混
乱
の
な
か
で

は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
皆
さ
ん

の
手
元
ま
で
届
け
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

各
家
庭
で
も
、
最
低
三
日
分
の

水
と
食
糧
は
備
え
て
お
く
と
良

い
で

し
ょ
う
。

ま
た

、
家
庭
内
で

防
災
会
議

を
開
い
て
、
避
難
場
所
の
確
認

や
避
難
方
法
に
つ
い
て
話
し

合

い

ま
し
ょ
う
。

わ
が
家
の
防
災
対
策

広
報
ま
つ

ど
6
月
2
0日
号
で

「
わ
が
家
の
防
災
対
策
」
を
募

集
し
た
と
こ

ろ
、
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し

た
。

○

ポ
リ
容
器
五
本
に

、
毎
日
水

を
入
れ
換
え

、
前
日
の

水
は

洗
た
く

に

使
用
し
て

い
ま

す
。

(
高
塚
新
田
在
住

吉
田
さ
ん
)

○

髪

の

毛

は

燃

え

や

す

い

の

で

、

防

空

ず

き
ん

を

常
備

し

て
い
ま
す
。
(
栄
町
在
住
女
性
)

な

ど
の

対

策

や
、「
水

害

対
策

に

力
を
入
れ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

防
災
に
対
す
る
ご
意
見
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
五
香
六
実
に
お
住

ま
い
の
安
達
静
枝
さ
ん
の
防
災

対
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

けがした子どもを素早く救護( 昨年の総合防災訓練から)

安達家の、非常持ち出し品

防災課からのアドバイス

安達さんの災害に対する日ごろ

からの心構えが、痛切に伝わって

きます。

拝見しました内容については、

ほぼ完璧です。さらに、缶づめ・

インスタント食品やナイフ・缶切

りは、常に非常袋に入れておくと

より良いでしょう。

ガーゼをニツ折りにした胴巻き

の貴重品入れは、落とすこともな

くかさばらないので、とても良い

アイデアだと思います。

覚
え
書
き

○
保
険
証

○
現
金

○
印
鑑

○
鍵
○
指
輪

○
眼
鑑

○
時
計

○
ラ
ジ
オ

○
衣
類
、
肌
着

○
水
○
食
糧

○
名
簿

ふだん使っているものなので、ボール紙に書いて

おいて、そのときに集める。

夫
の
古
い
レ
イ
ン
コ
ー
ト

で
作
つ
た
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

に
、
氏
名
・
血
液
型
な
ど
を

大
き
く
書
い
て
、
非
常
持
ち

出
し
品
袋
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
物
置
き
に
は
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
六
本
に
水
を
入
れ

て
い
ま
す
。

で
も
、
使
わ
な
く
て
済
め

ば
、
そ
れ
が
一
番
良
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。 五香六実

安達静枝さん

ぼくたちのくらしを守る防災対策防災フェアち

ば'92

期間…8 月20日内~22 日出

時間…午前10時~午後7 時(22日 は午後6 時まで)

会場…伊勢丹松戸店1 階プラザおよび10階催事場

(1 階プラザ) (10階催事場)

●体験コーナー

・起震車による地震体験

ましご車の体験乗車ほか

●訓練コーナー

・水消火器による消火訓練

・煙中避難訓練

●実演コーナー

・非常食炊き出し

・木遣り、はしご乗りほか

●展示コーナー

・防災指導車、救助工作車、

災害対策車など

●相談コーナー

・防災ラジオの乾電池交換

および簡単な修理

●参加コーナー

・防災ドカンクイズ

・JR 模擬運転席

・安全な明がりの作り方

●紹介コーナー

・模擬給水装置

・防災気象情報システム

・ガス安全設備

・ブロック塀施工法ほか

●展示コーナー

・被災状況写真

・防災ポスター、標語ほが

●相談コーナー

・健康、水道、電気相談

・地震保険相談

相談のご案内 9・10月
相談はすべて無料です。お気軽にご利用を。

相 談 名 日 時 会 場

商人よろず相談

(経営融資相談改め)

囲商工課振興係

9/200

午前10時30分~午後3時30分

二十世紀が丘

市民センター

9/16氓・10/7團・21伽

午前10時~午後4 時
市役所

相談

コーナー
労働相談 ※

黯商工課労政係

9/7側・2咀・10/脯)・1明

午後1 時~5 時

消費生活苦情相談

黯消費生活セントB65-6565番

月~金曜日

午前9 時~午後4 時

消費生活

センター

女性就業相談

題商工課労政係

毎週水・金曜日

午前10時~午後4 時

内職

相談室

※労働相談は柏労働基準監督署(O0471-63-0245 番)、東葛飾支
庁商工労政課(S61-2115番)でも行っています。

相談名 日 時 会場

法律相談

毎週火・木曜日と毎月第2・第4月曜

日午後1時～5時、毎月第1月曜日午

前9時～正午(いずれも予約制)

税務相談 9/1餾・10/9刪午後1時~5時

登記相談 9/18剴O/1劒 午後膳~俑3吩

行政相談
9/14C月)・28(月)・10/12C月)

10/26C月)午後1 時~3 時

住宅相談 毎週水曜日午前10時~午後4 時

発明相談 9/9 伽・10/1伽 午後1 時~3時

交通事故・市

政一一般相談
毎日午前8 時30分~午後5 時
(土曜日は午後O 時30分まで)

市民相談室(金銭問題の相談も行います)

市
役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー

市
役
所
相
談

コ
ー
ナ
ー

市
民
相
談
室

心配ごと相談・人権相談

会 場 日 時

市役所
相談コーナー 第1~ 第4 金曜日

常盤平支所 9/200・10/7伽
馬橋支所 09/ 朋)・010/5(月)

六実支所 c9/1W ・010/6吠)

小金原

市民センター
9/3 困・10/1 困

小金
市民センター

9/1( 火)・10/6(火)

新松戸
市民センター

c9/200 ・c10/7團

午
前
1
0時
~
午

後
3
時

※○印は心配ごと相談のみ

※人 権相 談は千 葉地 方法 務局松戸 支局

(063-6278 番) でも行っ ています。

體人権相談= 援護課庶務係、心配ごと相談=

社会福祉協議会昔68-0503 番

巡回年金相談

会 場 日 時

常盤平支所 9/1( 火)・10/2 廊

小金支所 9/4R ・10/6(火)

小金原支所 9/8C火)・10/9廁

馬橋支所 9/11 廊・10/13C火)

六実支所 9/16(水)・10/16R

新松戸支所 9mm ・10/20C火)

矢切支所 9/22(火)・10/23c

東部支所 9/25 應・O/27( 火)

※上記以外の日は国民年金課へ

愬国民年金屎適用係

午
前
1
0時
~
午
後
3
時

グラッときても
大丈夫?



9月1日は

防災の日

自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
ろ
う
！

地
震
な
ど
に
よ
り
大
き
な
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
市
を
は

じ
め
と
す
る
防
災
関
係
機
関
が

同
時
に
多
発
す
る
災
害
に
対
し

て
、
す
べ
て
に
対
応
す
る
こ
と

は
困
難
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

防
災
関
係
機
関
に
頼
っ
て
い

て

は
間
に
合
わ
な
い

、
個
人
の

力
で
は
手
に
負
え
な
い

。
こ

の

よ
う
な
と
き
大
き
な
力
を
発
揮

す
る
の

が
、
自
主
防
災
組
織
で

す
。市
内
の
町
会
(
自
治
会
)
数
は

三
百
三
十
六
町
会
、
そ
の
う
ち

自
主
防
災
組
織
を
持
つ
町
会
は

六
七
%

に
あ
た
る
二
百
二
十
四

町
会
で
、
各
町
会
言

治
会
)
に

即
し
た
方
法
で
活
動
し
て
い
ま

す
。自
主
防
災
組
織
の
充
実
は
、

松
戸
市
全
体
の
防
災
体
制
の
向

上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の

結
成
、
ま
た
既
存
組
織
の
積
極

的
な
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

結

成

一
周

年

秋

山

団

地

自

主

防

災

組

織

昨
年
の
9

月
1

日
に

発
足
し

た
秋
山
団
地
の
自
主
防
災
組
織

に
つ
い
て
、
本
部
長
(
自
治
会
会

長
)
の

小
西
さ
ん
に
伺
い
ま
し

た
。
-

秋
山
団
地
は
ど
ん
な
所
で

す
か
?

「
分
譲
さ
れ
て
か
ら
二
十
五

年
く
ら
い
で
、
松
戸
市
以
外
か

ら
の
移
住
者
の
多
い

、
い
わ
ゆ

る
新
興
住
宅
地
で

す
」
。

-

自
主
防
災
組
織
を
結
成
す

る
ま
で
の
経
過
は
?

「
実
際
に
行
動
を
起
こ
し
て
か

ら
結
成
ま
で
三
年
間
。
一
、
二

年
目
は

身
近
か
な
と
こ
ろ
か
ら

防

災
に

関

心
を
持

っ
て

も
ら

い
、
三

年
目
に
全
戸
に

防
災
診

断
を
行
い
、
全
員
に

防
災
の
意

識
が
浸

透
し
た
と
こ
ろ
で
9

月 組織編成表と自治会の新聞

に
結
成
し
ま
し
た
」
。

-

秋
山
団
地
自
主
防
災
組
織

の
特
徴
は
?

「
防
災
組
織
の
各
班
を
、
自
治

会
内
の
二
十
に
分
か
れ
て
い
る

組
単

位
で

構

成
し
て

い

る

点

と
、
そ
の
活
動
費
の
一
部
を
資

源
ご
み
の
回
収
に
よ
る
収
入
で

賄
っ
て
い
る
点
で

す
ね
」
。

-

防
災
組
織
を
結
成
し
て

ど

う
で

す
か
?

「
住
民
の
間
に
『
自
分
た
ち
の

ま
ち
』
と
い
う
意
識
が
高
ま
っ

て

、
自
治
会
の
団
結
力
も
強
く

な
り
ま
し
た
」
。

「
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
活

動
し

た
い
」
と
小
西
さ
ん
。

「
ま
ち
を
守
る
」
気
持
ち
は
、

「
ま
ち
を
好
き
に
な
る
こ

と
」

と
同
じ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん

ね
。

消
防
職
員
を
招
い
て
の
救
護
訓
練
も
行
い
ま
し
た

秋山団地自治会

防災組織編成表

秋山団地自治会会長

小西 重成さん

自主防災組織結成への歩み

平成元年

平成2 年

平成3 年2 月・

3月

8月

9月

クリーン作戦の後に防災訓練を実施

( 起震車による地震体験

消火器の使用法体験)

消防訓練センター見学会

テンプラ油火災体験会

団地内の各家庭を防火診断

総合防災訓練に参加

自主防災組織誕生

本

部
長
(
自
治
会
会

長
)

一

副
本
部
長
(
自
治
会
副
会
長
)

一

防
犯
・
防
災
部
長

一

本

部

要

員

情 報 班

消 火 班

救出救護班

避難誘導班

給食・給水班

特 別 班

3 ・16・17組

4 ・6・10・13組

2・9 ・18・14組

8 ・15組

7 ・12・20組

5・11・19組

設
備

貸
与

制

度
を

ご
利
用

く

だ

さ

い

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
の

皆
さ
ん
が
希
望
す
る
機
械
・
設

備
な

ど
を
則
千
葉
県
中
小
企
業

振
興
公
社
が
代
わ
っ
て
購
入
し
、

長
期
・
低
利
で

貸
与
(

割
賦
・

リ

ー
ス
)
す
る
公
的
制
度
で

す
。

蠢
纐
県
中
小
企
業
振
興
公
社
設

備
貸
与
課
容
0
4
3
-垠一
-
2
1
2

6
番

松

戸
パ

ー
ト

バ
ン

ク

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
求
人
・
求

職
を

あ
っ
せ

ん
す
る
「
松
戸
パ

ー
ト

バ
ン
ク
」
は
、
国
の
機
関

で

す
。

場
所
松
戸
ビ
ル

ヂ
ン

グ
九

階

テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

(
求
人
情
報
)

容
6
3
-
8
1
0

1
番

圜
松
戸
パ
ー
ト

バ
ン
ク
登
6
7
-

8
8
0
0

番

防
災

行
政

用

無
線

の
放

送

時
間

が
変

わ

り
ま
す

防
災
行
政
用
無
線
で

放
送
し

て
い
る
「
歌
の

街
」
の
放
送
時

間
か
、
9
月
1
日
㈹
~
1
0
月
3
1

日
出
の
間
、
午
後
5
時
に
変
わ

り
ま
す
。

蠢
防
災
課

工
場

の
自
動

化
(
F
A

化
)

支
援

制
度

の

ご
案
内

指
導
員
の
無
料
派
遣
な
ど

蠢
千
葉
県
工
業
課
指
導
係
容
0
4
3

-
詞一
-
2
7
2
5

番

F
A
化
促
進
資
金
融
資
制
度

茴
千
葉
県
金
融
課
金
融
係
容
0
4
3

-
2
2
3
-
2
7
0
7番

な
ん

で
も

相
談

日

9
月
6
日

㈲
午
前
1
0時
~
午

後
3
時

会
場
伊
勢
丹
松
戸

店

相
談
担
当
者
弁
護
士
・
税
理
士
・

司
法
書
士
・
社
会
保
険
労
務
士
・

塾
教
師
・
宅
地
建
物
取
引

主
任

。

者
・
一
級
建
築
士
・
土
地
家
屋

調
査
士
ほ
か

黯
松
戸
商
工
会
議
所
登
6
4
-
3

1
1
1

番

電
話

に
よ

る
悪

質

ア
ン
ケ

ー

ト
に

ご
注
意

最
近
、
保
健
所
の
名
を
語
り
、

電
話
に
よ

る
わ
い
せ
つ

な
ア
ン

ケ

ー
ト
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

松
戸
保
健
所
で
は
、
電
話
に
よ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
は
一
切
行
つ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

圀
松
戸
保
健
所
容
6
1
-
2
1
2

1
番

再
生
自
転
車
を
販
売
し
ま
す

受

付

日

時
9

月
4

日

窗

午

前

9

時
～

午

後
3

時
、
5

日
出

午

前
9

時
工
1
1一
時

抽

選

・

販

売

日
時
9
月
5
日
出
午
前
1
1
時
か

ら

会

場

生

き

が
い

福

祉
セ

ン

タ

ー
(

金

ヶ

作
二

七

七
-

四
)

台
数
・
価
格
四
十
台
・
一
台
五

千
円
～
一
万
一
千
円

交
通
五

香
駅
東
口
か
ら
新
京
成
バ
ス
「
小

新
山
行
き
ま
た
は
柏
陵
高
校
行

き
」
で
、
新
栄
町
入
口
下
車
(
五

香
駅
午
前
9
時
2
1分
・
3
0分
、

1
0時
4

分
発
が
あ
り
ま
す
)

※
抽
選
日
の
5

日
は
、
五

香
駅

東
口
午
前
1
0時
2
0分
発
の
事

業
団
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

運
行

し
ま
す
(
迎
え
の
み
)
。

駐

車
場

が

あ
り

ま
せ

ん

の

で

、
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

憇
生
き
が
い
福
祉
事
業
団

登
8
4

-
3
1
9
1

番

防
災
訓
練
に

参
加
し
ま
し
よ
う
I

「
防
災
の
日
」
に
は
、
全
国

各
地
で
大
規
模
な
防
災
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。

松
戸
市
で
は
9
月
1

日
㈹
に

中
央
会
場
で
、
8
月
2
3日
旧
に

は
三
ヵ
所
の
地
区
会
場
で

、
総

合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
で

も
、
防
災
週

間
〔
8
月
3
0日
収
~
9

月
5
日

出
〕
の

期
間
中
に

、
各
校
独
自

の
防
災
訓
練
を
行
う
予
定
で

、

総
合
防
災
訓
練
(

防
災
関
係
機

関
・
町
会
や
自
治
会
の
自
主
防

災
組
織
が
参
加
)
と
合
わ
せ
る

と
、
多
く
の
人
が
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
と

き
の
た
め
に
、
積
極
的
に
訓
練

に
参
加
し
、
万
一
に
備
え
ま
し

ょ
う
。
気
軽
に
で
き
る
体
験
コ
ー
ナ

ー
も
用
意
し
て
、
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
各
会
場
と
も
駐
車
場
が
狭

い
た
め
、
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

黯
防
災
課

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

に
よ
る
消
火
訓

練

中央会場( 江戸川河川敷)

日時…9 月| 日(火)午前9 時50分から

会場…江戸川河川敷( ラグビー場)

内容…市・防災関係機関・住民による総合的

で実践的な訓練、ウォーターパック車

による給水や起震車による地震体験、

防災資器材・写真パネルなどの展示

地区会場(3 会場)

日時…8 月23日(日)午前9 時から

会場…市立柿ノ木台小学校・市立

常盤平第二小学校・新松戸南公園



講
座
・
講
演

図
書

館

古
典

を
読

む
講
座

「
伊
勢

物
語
」

を
読

む

9
月
8

日
・
2
2日
、
1
0月
6

日
・
2
0日
、
]
1
1
月
1
0日
・
1
7日

の
各
火
曜
日
、
午
前
1
0時
~
正

午

会
場
婦
人
会
館

定
員
七

十
人

費
用
無
料

講
師
元

相

模
女
子

大
学
教
授
・
森
安
理
文

氏隰
電
話
で
、
市
立
図
書
館

公
6
5

-
5
1
1
5
番
へ

H
R

・
松
戸

話
し

方
教

室

9
月
8
日
～
1
1
月
1
0
日
ま
で

の
毎
週
火
曜
日

介
一
月
3
日

例

を
除
く
)
、
午
後
6
時
3
0分
~
8

時
5
0分

会
場
市
民
劇
場

費

用
六
千
円
(
教
材
費
含
む
)

講
師
元
千
葉
大
学
教
授
・
金
光

達
太
郎
氏
ほ
か

蠢
H
R

・
松
戸
話
し
方
研
究
会

・
田
村

一`
4
5
-
8
1
5
0
番

親
子

工
作

教
室

内
容
工
作
教
室
・
包
丁
研
ぎ
・

ま
な
板
削
り
・
住
宅
な
ん
で

も

相
談

費
用
無
料

期 日 会場 時 間

8/23(日)

寺沢児童公園、六実集会所、
松戸西口公園、門前公園、
子安神社、きよしヶ丘公園、

北丘第2 公園、古ヶ崎農協
駐車場、稔台商店街

午前10時
S
午後3 時

30(日) 干葉土建松戸支部、中道公園

9/12C土) 門前公園、 横須賀中央公園

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、
市主催の催し物です。

人口と世帯(8 月1日現在)

○人口461,367 人(-811)

男234,8 〔〕9人(-69)

女226,558 人(-142)

O 世帯168,49 日(+55)

囗
は
前
月
比

レディースアカデミー講座

講 座 名 保育ボランティアコース 図書館ボランティアコース介護ボランティアコース

日 時

9/17~11/19の毎週木曜

日 全10回、午前9 時30

分~午後O 時30分

9/16~11/18の毎週水曜

日 全10回、午後1 時~

4 時

9/10~11/12の毎週木曜

日 全10回、午前10時~

午後1 時

会場 聖徳大学( 松戸市)
川村学園女子大学

(我孫子市)

ワタナベ学園津田沼専門

学校( 船橋市)

費 用 無 料

対象・定員 20歳以上の女性、各40人

募 集期限 9/10WC 消印有効) 9/1C火)(消印有効) 8/25WK 消印有効)

申し 込 み
往復ハガキに住所・氏名・年齢・電話番号を明記して、各校レディースアカデミー

事務局へ

問い合わせ

〒271松戸市岩瀬550

聖徳大学Q65-1111 番

※2歳以上保育あり。希

望者は、子どもの名前

と年齢を明記すること

〒270-11 我孫子市下ヶ

戸1133 川村女子大学

費0471-83-0111番

〒274 船橋市前原東1-

16-3 ワタナベ学園津

田沼専門学校 き0474-

77-1277番

蠢
千
葉
土
建
松
戸
支
部
公
6
8
1

7
7
0
0
番

幼

児

家

庭

教

育

学

級

9
月
1
8
日

Å
1
1一
月
1
3
日

の

毎

週
金

曜

日

、

午

前
1
0
時
工
1
1
時

3
0分

会

場

常
盤

平

体

育

館

対

象
昭

和
6
3
年
9

月
1

日

～

平

成
元

年
8

月
3
1
日

生

ま

れ

の
幼

児
と

そ

の

親

内

容

「
こ

ど

も

の
遊

び
」
「
心

の

発
達

」

な

ど

講

師
日

本

児

童

遊

戯
研

究

所
長

・

有

木
昭

久

氏

、
聖

徳

大

学

短

期

大

学

部
教

授

・
会

津

力

氏
ほ

か

定
員

三

十

五

組
(

応

募

多

数
の

場
合

は

抽

選
)

惠
8

月
2
7
日

團
〔
消

印

有

効

〕
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

親
子

の

氏

名

・

電
話

番

号

・
子

の

生

年
月

日

・

親
の

年
齢

を

記

入
し

て

、

〒
2
7
1松
戸

市

根

本

三

五
六

松
戸

市

教

育
委

員

会

社

会

教

育

課
幼

児

家

庭

学
級

係

ま
で

実

践
話

し
方

講
座

9
月
3
日
～
1
0月
1
日
の
毎

週
木
曜
日
(
全
五
回
)
、
午
後
6

時
3
0分
~
9

時

会
場
市
民
会

館

費
用
三
千
円

顏
実
践
話
し
方
研
究
会
・
石
岡

・
1
6
3
-
2
3
7
2番

親
子
舞

踊
教

室

8
月
2
7日
困
午
後
1
時
~
4

時

会
場
六
実
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
無
料

頸

松
戸
邦
舞
協
会
・
野
崎
四
8
5

1
3
4
7
6

番

青

年
教

養
セ

ミ
ナ

ー
(

国

際

交
流

の

つ
ど

い
)

9
月
6

日
面

会
場
流
山
青

年
の
家

費
用
五
百
七
十
円

圜

流
山
青
年
の

家

｀
0
4
7
1

-
5
9
-
2
0
0
4
番

同
和

問
題

講
演

会

9
月
3
日
團
午
後
1
時
3
0分

～
4

時
3
0分

会
揚
市
民
会
館

内
容
「
今

、
光
っ
て
い
た
い
」
-

娘
が
遺
し
て
く
れ
た
も
の
I

講
師
武
庫
川
女
子

大
学
講
師
・

田
中
蔚
氏

頸
県
社
会
部
厚
生
課
同
和
対
策

室
・
1
0
4
3
-
m

一
1
2
3
4
8

番

音
楽

の

広
場
(
合
唱

講
座
)

8
月
2
5日
㈹
午
後
1
時
3
0分

~
4

時
3
0分

会
揚
市
民
会
館

費
用
テ

キ
ス
ト
代
二
千
七
百
円

茴
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
四

6
6
1
7
4
4
6
2
番

ト

レ
ー

ニ

ン
グ
機
器

操
作

講

習
会8
月
2
9日
出
午
後
1
時
3
0分

~
3

時
3
0分

会
場
青
少
年
会

館
樋
野
口
分
館

対
象
高
校
生

以
上
二
十
人
(

三
十
歳
未
満
優

先
)

費
用
無
料

圉
電
話
で

青
少
年
会

館

本

館

・
1
4
4
-
8
5
5
6番
へ

会
場
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
で
、
当

セ
ン

タ
ー
の
医
学
的
検
査
を
一

年
以
内
に
受
診
し

た
人
(

一
年

以
上
経
過
し
た
人
は
検
査
を
受

け
て

く
だ
さ
い
)

定
員
三
十

五
人

費
用
毎
回
四
百
円

匣
8
月
2
0日
困
午
前
9
時
か
ら
、

電
話
で
健
康
増
進
セ

ン

タ

ー

四
6
5
-
5
5
8
8
番
へ

千
葉

県
経

営
労

務
管

理
講

座

9
月
3

日
困
・
4

日
金
、
午

前
1
0時
~
午
後
4
時

会
揚
千

葉
県
自
治
会
館

費
用
二
千
円

圜

県
商
工
労
働
部
労
政
課
四
0
4
3

-
2
2
3
1
2
7
4
4番

1 日 、1,600キロカロ リーのヘル シークッ キ ング" 楽
々
バ
ラ
ン
ス
メ
ニ
ュ

ー
教

室

内容( 講話と 調理実習)

秋向きヘルシークッキング

コレステロールが気になる人の食事

おいしさそのまま、ローカロリー料理

日 時

9/10W

10/8 困

11/12困

午
前
1
0
時
～

午
後
1

時

障
害
者
雇
用
促
進
月
間

おはなしキャラバン体験講座

期 日 時 間 会 場 内 容

9/10哨

午前10時

S

正午

市民劇場
絵本・紙芝居の読

み聞かせ

2紹
キャラバン

事業所

人形の操作実習

10/8W
人形の粉乍・攪イ乍

実習

21伽
午後1時
S
4時

新松戸市民

センター

キャラバン公演見

学

2鯏
午前10時
S
正午

キャラバン

事業所

人形劇の公演実習

定員…30 人( 全 日程に出席で

きる人)

費用…1,500 円( 材料費を含む)

電 話で、市立図書館065 ―

5115 番へ

小金(飛地)

身近な川の聖なる場所

坂川の源流付近

いい

とこ

みつ

けた

坂川は、柏市酒井根との市境に

源があります。台地からわき出て

いる清流が、富士川となり北西に

流下。流山市芝崎で坂川本流にな

ります。

横須賀から平地部を南下し、松

戸市街地を経て、根本地先で新坂

川を合流した後、赤圦樋門で一部

を江戸川へ分流し、柳原樋門で江

戸川と合流する、流域面積51.4k㎡

の一級河川です。

ここ源流付近は、市内に残され

た貴重な自然ということで、地元

小松園自治会(会長・高橋宏さん)

が中心となって大切に保護してい

ます。

あ
な
た
の
身
近
な
、
ち
よ
つ
と
す
て
き
な
場
所
を

広
報
課
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

近
所
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
坂
川
の

源
流
に
は
、
初
め
て
来
ま
し
た
。
こ
ん

な
小
さ
な
わ
き
水
な
の
で
、
び
っ

く
り

し
ま
し
た
。

こ
の
清
ら
か
な
流
れ
を
見
る
と
、
川

を
汚
し
て
は
い
け
な
い
と
、
改
め
て
思

い
ま
す
ね
。

小金原9丁目佐藤悦子さん

ス
ポ
ー
ツ

ク

ラ

ブ

対

抗

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

9
月
2
0
日

㈲

午
前
8

時
3
0
分

受

け

付
け

会

場
栗

ヶ

沢
公

園

庭

球

場

対

象

連
盟

の

加

盟

ク

ラ

ブ
、
一

団

体
三

チ

ー

ム

ニ

般
の
参
加
も
チ
ー
ム
と
し
て
可
)

種
目

男

女

別

費
用

一

団

体
六

千

円

匣
9

月
4

日

廊

ま
で

に

、

振
込

用

紙
で

〒
2
7
0松
戸

市

小

金

原
六

-

九
-

一
-

四

〇

二

軟

式

庭
球

連

盟
・

小

倉
(
{
1
4
5
-
0
8
9

9
番
}

へ

市

民

秋
季

バ
ド
ミ

ン
ト

ン
大

会
(
ダ

ブ
ル

ス
)

9
月
1
3日
囲
午
前
9

時
~
午

後
5
時

会
場
運
動
公
園
体
育

館
種
目
男
女
と
も
一
～
四
部

費
用
登
録
者
千
二
百
円
、
未
登

録
者
千
五
百
円
(
各
一
人
に
付
)

惠
9
月
4
日
金
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に

ク
ラ

ブ
名
を
記
入
し
て

、

〒
2
7
1
松
戸
市
中
和
倉
三
〇
四

丿

八
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
長
谷
川

(・
1
4
1
-
7
9
2
5番
)へ

勤
労
者

健
康

体
操

9
月
1
日
～
1
0月
2
7日
の

毎

週
火
曜
日
(

祝
日
を
除
く
・

全

八
回
)
、
午
後
7
時
~
8

時
3
0分

会
場
中
部
小

学
校

費
用
二
千

五
百
円
(
保
険
料
含
む
)

惠
当
日
会
場
で

蠢
健

康
体
操
連
盟
・
三
浦
四
9
2

-
7
2
8
1

番
(
午
後
7

時
以

降
)

9 月

1日～30日

スポーツ教室

教 室 名 期 日 時 間 会 場 定員 対 象 費用

インディアカ 9/5~10/3
の毎週土曜日

午後7時
S

9 時

小金原体育館

先
着

30
人

小学校4
年生以上

無

料

バドミントン 9/5~11/7
の毎週土曜日

午後6 時

S

8 時

貝の花小学校
体 育 館 一般

少 年 相 撲 9/6~10/11
の毎週日曜日

午前10時
S

正午

運動公園

相 撲 場
小・中学
生

中高齢者体操 9/3~11/5
の毎週木曜日

午後2 時

～ 4時

クリーンセン

ター体育室

先着

40人

50歳以上

の人

直接または電話で、スポーツ課( 運動公園内・063 ―9241 番)



ご参加ください 情報

ハ
ゼ
釣
り
大
会

8
月
3
0日
面
午
前
5
時
3
0分

に
J
R
松
戸
駅
改
札
口
、
新
松

戸
駅
と
新
八
柱
駅
の
武
蔵
野
線

西
船
橋
方
面
ホ
ー
ム
に
集
合

場
所
江
戸
川
放
水
路

費
用
一

般
五
百
円
、
小
・
中
学
生
三
百

円

仕
掛
け
講
習
会
8
月
2
9日

出
午
後
1
時
か
ら
婦
人
会
館
で

惠
電
話
で
松
戸
釣
り
ク
ラ
ブ
・

井
上
・
1
6
5
-
8
2
6
0
番
へ

小
金
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ク
ラ
ブ
展
覧
会
(
翠
墨
会
書

道
展
)
9
月
5
日
出
～
7
日
㈲
、
午

前
9
時
~
午
後
5
時

会
場
小

金
原
市
民
セ
ン
タ
ー

黷
小
金
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

≪
3
-
8
2
7
0
番

乳

幼
児
の

食

生
活

を
考
え

る

会
9
月
5
日
出
午
後
2
時
~
4

時

会
場
松
戸
ひ
ば
り
保
育
園

(
西
馬
橋
一
-
二
八
-

一
六
)

内
容
ア
レ
ル

ギ
ー
児
の
食
事

費
用
無
料

憇
松
戸
ひ

ば
り
保
育
園
四
4
6
-

0
3
3
6

番

枝
豆

の
集

い

8
月
2
3日
㈲
午
前
1
0時
～
午

後
5
時
〔
雨
天
中
止
〕

会
場

江
戸
川
河
川
敷
(

松
戸
三
郷
有

料
橋
下
)
対
象
二
十
歳
～
三

十
五
歳
の
独
身
男
女

費
用
男

性
二
千
円
、
女
性
千
五
百
円

圉

電
話
で
松
戸

市
青
少
年
ク
ラ

ブ
協
議
会
・
栫
・
1
4
3
1
9
0
1

1
番
(
夜
間
の
み
)
へ

中央公園プールで

保
健
衛
生

愛
の
献
血

日 時 会場 時 間 主 催

8/23(0)
西友常盤

平店前
午前10時

S

午後4 時

松戸中央

ライオン

ズグラフ

2咄
伊 勢 丹

松戸店前
松戸市

黯

健
康
管
理
課
業

務
係

難

病
相

談
-

パ

ー
キ
ン

ソ

ン

病
在
宅

療
養

者
の

つ

ど
い
-

9
月
3
日

午
後
1
時
受
け
付

け

会
揚
東
葛
飾
合
同
庁
舎

講
師
旭
神
経
内
科
病
院
長
・
旭

佞
臣
氏
ほ
か

黷

松

戸
保

健

所

予

防
課

四
6
1
-

2
1
2
1

番

D
P
T
(

ジ

フ

テ

リ

ア

・

百

日

せ

き

・

破

傷

風

混

合
)

ワ

ク

チ

ン

個

別

接

種

接

種
場

所

市

内
の

委

託

医

療

機

関

対

象
一

期
=

生

後

三

ヵ

月
~

四

十

八

ヵ

月

未
満

の

人
で

三

回
接

種

し

ま

す

〔
生

後

四

十

八
ヵ

月

～

七

十

二
ヵ

月

未

満

の

人

お
よ

び

百

日
せ

き
に

か

か

っ

た
こ

と

の

あ

る
人

は

、
D
T
(
ジ

フ

テ

リ

ア

・

破

傷

風
混

合
)

で

接

種

し

ま

す

〕

二

期
=

一

期

終
了

後
十

二

ヵ
月

～

十

八

ヵ

月

の

間

に

一

回

接

種
し

ま

す

。

申
し

込
み

を

す

る
人

六

歳

未

満

で

、

一
期
(
三

回
)
、
二

期
(
一

回
)

を
接
種
し
て
い
な
い
で

、
問
診

票
を
持
っ
て
い
な
い
人

申
し

込
ま
な
く
て

も
よ
い
人
一
期
=

平
成
4

年
2
月
1

日
~
5

月
3
1

日
生
ま
れ
の
人
、
二
期
―
平
成

2
年
1
0月
1
日
~
3

年
1
月
3
1

日
生
ま
れ
の
人
で
、
7
月
末
ま
で

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
は
、

9
月
上
旬
に
通
知
し
ま
す
の
で

申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
以
前
の
問
診
票
も
使
え
ま
す
。

蠢
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

「ガン征圧月間」がん予防展・講演会

期 日 時 間 内 容 会場

9/4R
S

9團

午前10時
S

午後6 時

がんに関する各種資料

の展示・指導・相談・
案内

※9 日伽は午後5 時ま
で

9/51 土)

午後2 時
S

午後4 時
30分

講演会

「身近なことからがん

予防」
澤田勤也氏( 干葉が
んセンター所長)

「家庭で看護(みまも)
る」

紅林みつ子氏( 訪問
看護婦)

※定員先着350人

蠢 健康管理課保健計画係

干
葉
そ
ご
う
本
館
八
階
ホ
ー
ル

催
し

物

フ
ァ

ミ
リ

ー
映

画
会

9
月
1
5日
吩
午
前
1
0時
3
0分

か
ら

会
揚
市
民
会
館

内
容

「
せ
ん
ぽ
ん
ま
つ

ば
ら
」
(
ア
ニ

メ
)

費
用
無
料

匣
8

月
3
1日
㈲
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
で
〒
2
7
1
松
戸
市
松
戸
一

八
七
九
-

一
松
戸
信
用
金
庫
企

画
課
(
B
6
4
1
3
2
1
1
番
)
へ

松
戸

市
母

親
大

会

8
月
3
0日
聡
午
前
9
時
5
0分

~
午
後
4
時

会
揚
河
原
筱
小

学
校

費
用
四
百
円
(

保
育
あ

り
・
二
歳
以
上
四
百
円
)

内
容

作
家
・
千
田
夏
光
氏
に
よ
る
記

念
講
演

覬
松
戸

市
母
親
大
会
実
行
委
員

会
・
1
8
8
-
8
6
3
6番

松

戸
第

九
を

歌
う
会

8
月
2
9日

出
午
後
6

時
3
0分

~
8
時
4
5分
(
第
一
回
練
習
日
)

会
場
婦
人
会

館

費
用
月
二
千

円
(

入
会
金
千
円
)

蠢
高
橋
・
。
4
2
-
2
9
7
3
番

地
域

子
育

て

相
談

9
月
2
2日

㈹
午
前
1
0時
~
午

後
3
時
3
0分

会
場
婦
人
会
館

費
用
無
料

惠
9

月
1
1
1
日

窗
ま
で
に
、
電
話

で
千
葉
県
教
育
庁
東
葛
地
方
出

張
所
・
1
6
1
-
2
1
1
0番
へ

千

葉

県
勤

労
者

美
術

展

9
月
2
2日

陶
土

訂
日
㈲

会

場
千
葉
県
立
美
術
館
搬
入
9

月
2
0日
㈲

圜

県
商
工
労
働
部
労
政
課
四
0
4
3

-
2
2
3
1
2
7
4
1番

さ
と

う
宗

幸
・

野
の
花

コ
ン

サ
ー
ト

9
月
4
日
窗
午
後
6
時
3
0分

開
演

会
揚
市
民
会
館

費
用

三
千
八
百
円

圜
田

瀬
四
6
5
-
9
9
1
1
番

市
立
保
育
所
地
域
活
動
(
育
児
講
座
・
地
域
交
流
)

育
児
講
座
育
児
に
関
す
る
知

識
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
子

育
て
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

地
域
交
流
保
育
所
と
地
域
の
子

ど
も
た
ち
と
交
流
を
持
ち
、
楽

し
く
遊
び
ま
し

ょ
う
。

黷
左
表
の
各
保
育
所
へ

保 育 所 期 日 時 間 電話番号

二十世紀ヶ丘 10/21團・12/2團
午前1塒
S
11時
30分

91-2200

八 柱 10/22附・11/26附 92-2955

小 金 原 10/14伽

午前9 時

30分

~11時

41-2643

新松戸 南部 11/5困
午前9 時

30分

～11時3
0分

44-0010

常 盤 平 11/1800・12/1OW

午前9 時

S

正午

87-6762

貝 の 花 10/3(1)・12/4R 44-0020

新 松 戸 北
10/3tt)・10/27W・

ii/iow・12/18宙
46-5161

育

児

講

座

地
域
交
流

募
集
し
ま
す

北
千
葉

広
域

水

道
企
業

団

職

員
募

集

企
業
団
は
、
県
を
は
じ
め
と

し
て

、
松
戸
市
を
含
む
七
市
二

町
が
、
水
道
用

水
供
給
事
業
を

行
う
た
め
に
設
立
し
た
、
特
別

地
方
公
共
団
体
(
一
部
事
務
組

合
)
で
す
。

募
集
職
種
・
人
数
一
般
事
務
、

土
木
・
電
気
・
機
械
・
化

学
の

技
術
職
各
若
干

名

受
験
資
格

上
級
職
=

昭
和
3
9年
4

月
2
日

か
ら
4
6年
4
月
1

日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
、
初
級
職
=

昭
和
4
6

年
4
月
2
日
か
ら
5
0年
4
月
1

日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

試
験

日
9

月
2
3日
困

受
付
期
間
8

月
2
0日
困
~
9

月
1
6日
團

蠢
北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団
総

務
課
・
1
4
5
-
3
2
1
1番

国

民
健

康
保

険
料

の
収

納
員

募

集応
募
期
限
8
月
2
8日
脂

対

象
心
身
と
も
に
健
康
で

、
収
納

業
務
に
専
念
で
き
る
人
・
若
干

名

担
当
地
区
古
ヶ
崎
・
根
本
・

西
馬
橋
ほ
か

蠢
国
民
健
康
保
険
課
保
険
料
収

納
係

市

立

病
院

看
護

職
員
募

集

職
種
助
産
婦
・

看
護
婦

対

象
四
十
歳
ま
で
の

有
資
格
者
お

よ
び
来
春
卒
業
見
込
み
の
人

選
考
面
接
と
健
康
診
断
に
よ

る

※
来
春
卒
業
予

定
者
の
病
院
施

設
見
学
も
受
け
付
け
中
。

※
市
内
の
医

療
機
関
に
勤
務
し

て
い
る
人

は
、
ご
遠
慮
を
。

黯

市

立

病

院

庶

務

課

人

事

係

｀

6
3
-
n
乙
1
7
1

内

線
n
/
】
4
1
n
5

番

生
き
が
い
福
祉
事
業
団
会
員
募
集

対
象
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ

り
、
自
分
の

経
験
や
能
力
を
生

か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
六
十

歳
以
上
で

未
就
労
の
人
(

報
酬

は
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
)

※
特
に
除
草
・
清
掃
な
ど
の
軽

作
業
の
会
員
を
募
集
中
で
す
。

匣

顔
写

真
と

印

鑑

を
持

っ
て

、

午

前
9

時
~

午

後
4

時
(

土

曜

日

は

午
後
1
9一
時
3
0
分
ま

で
)

の

間

に
左

表

の

受

付

場
所

へ

蠢

生
き

が

い

福

祉

事
業

団

四
8
4

-
3
1
9
1

番

地 区 名 受 付 場 所 受付日

松 戸 地 区 ながいき課 月~金

矢 切 地 区 矢切老人福祉センター

火~土東 部 地 区 東部老人福祉センター

馬 橋 地 区

馬橋市民センター

馬橋東市民センター
日 ・木
を除く

常 盤 平 地 区 常盤平老人福祉センター

火~土小金・小金原地区 小金原老人福祉センター

新 松 戸 地 区 新松戸市民センタ ー

五香六実地区 生きがい福祉 事業団 月~金

豪月々の会費は必 要あり ません。

不
用
品
情
報

譲
り
ま
す

【
家

具

】
◆

硝

子

座
卓

二

千

円

◆
洋

服

だ

ん

す

一
万

円

◆

和

だ

ん

す
一

万

円

【
電
気
製
品
一
◆
へ
ッ
ド
ホ

ン

ス
テ

レ

オ
一

万

円

◆
8

卜

ラ

カ
ラ

オ
ケ

無

料

◆
ア

ル

カ

リ

水

変
換

器

無

料

◆
電

気

ス

タ

ン

ド
千

円

◆
1
4
型

テ

レ

ビ

千

円

◆
扇

風

機

三

千
円

二

点

・

無
料

【
子
供
用
品
】
◆
ベ
ビ
ー
カ

ー
A
型
無
料
・
B
型
無
料
・

八
千
円
◆
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

卜
一
万
円
◆
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク

無

料

・
三

千

円

・

五
千

円

◆

だ

っ
こ

紐

八

百

円

・
二

点

◆

ブ

ラ
ン

コ

無

料

◆
湯

タ
ン

ポ

無

料

【
ス

ポ

ー
ツ

用

品

・
楽

器

】
◆

一
輪
車
二
千
円
◆
口
ー
ラ
ー

ス
ケ
ー
ト
二
千
円
◆
サ
ッ
カ

ー
靴
2
2
㌢
◆
エ
レ
ク
ト
ー
ン

無
料

◆

キ

ー

ボ

ー

ド
九

千
八

百

円

◆

オ
ル

ガ
ン

無

料

◆

ピ

ア

ノ

無

料

【
日

用

雑

貨
一

◆

英

検

一
級

教
材

無

料

◆

英
会

話
C
D

十

二
巻
一
万
円
◆
婦
人
靴
2
4
・

5
㌢
五
百
円
◆
紳
士
靴
メ
ッ

シ
ュ
2
6
・
5
㌢
二
千
円
◆
漢

字
辞

典

五
百

円

◆

台

所

洗
桶

百

円

◆

陶

火
鉢

無
料

◆

漬

物

一
斗

樽
無

料

◆
大

皿

三

枚

無

料
◆
ポ
ッ
卜
千
円
◆
マ
ッ
ト

レ

ス

四

枚
二

千

円

◆

石

油
ス

ト

ー
ブ
二

千

円

◆

⑩
1
2
A
ガ

ス

ス

ト

ー

ブ
二

千

円

◆

ビ

ニ

ー
ル

温

室
三

千

円

◆
L
P
G

ニ
ロ

ガ
ス
コ
ン

ロ
九
千
八
百

円惠
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名
(
一

枚
一
点
)・
価
格
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
(
昼
間
)
を
明

記
し
て
、
8

月
2
5日
㈹
〔
当

日

消
印
有
効
〕
ま
で
に
、
〒

2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
-

五

松
戸
市
役
所
消
費
生
活
課
消

費
生
活
係
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に
抽

選
し
、
当
選
者
に
電
話
連

絡
し
ま
す
。
紹
介
後
は
自

主
交
渉
に
な
り
ま
す
。

○

次

回
掲

載
分

の

申

し

込
み

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、

8
月
2
5日
㈹
ま
で
に
、
電
話

で

申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

価
格
は
一
万
円
ま
で
で
、
衣

料
品
・
食
料
品
・
自
転
車
は

扱
い
ま
せ
ん
。

蠢
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………Q68-3756 番

◆待機病院(毎日)・午後5時~午前9時
テレホンサービス……………………Q66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医・午前9時~千後5時
テレホンサービス……………………登66-0010番

◆休日土曜日夜間歯科診療所・午後8時~11時

衛生会館内……………………………O65-3430 番

市役所・支所

連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061



第6 回新松戸 まつ り

好天に恵まれ大にぎわい

ハシボソガラス

真っ黒い身体 なだらかな額

先の細いくちばし 濁った声

全長50cm

翼開長99cm

見られる場所 田畑や河原

ハシブトガラスと共に普通に見られるガラ

スですが、ハシブトのほうがより都会派です。

そのため以前は多かったハシボソは江戸川沿

いなどの周辺部に追いやられて、市街地は今

やハシブトの天下となっています。

ハシブトはおでこが出て澄んだ声で鳴きま

すが、時には濁った声を出したり、すんなり

した頭のものもいて見分けるのが難しい時も

あります。しかし鳴く時におじぎをするよう

に頭を上下させるのはハシボソだけですの

で、これが見られれば決め手となります。

7 月24日・25日の両日、新松戸

けやき通りで「新松戸まつり」が

行なわれました。

当日は好天に恵まれ、約30,000

人の人出でにぎわいました。

坂川で

カモの親子がお散歩

松 戸

の

野 鳥

ス

ナ

ッ

プ

シ

ョ

ッ

ト

あなたの撮ったスナップ写真

(街の話題・身近な出来事など)

をお寄せください。採用の方に

は記念品を差し上げます。

體広報課

歓声でいっぱ

い
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
公
歓
キ
ャ
ン
プ

ぽくにも捕れたよ( イワナのつかみどり)

7 月22日から24日まで、市内の小学生(5 ・

6 年生)46 人が、栃木県の栗山村を訪れて、地

元の小学生と交歓キャンプを行いました。

今年で6 回目を迎えるこの催しは、建設省な

どが中心となって、ダムの所在地の子供だちと

ダムによって水の恩恵を受けている地域の子供

たちが共に過ごすことで、相互の理解を深め、

水と緑の大切さを再認識してもらうためのもの。

イワナのつかみ捕りやバーベキュー、キャン

プファイヤーなどに、子供たちの歓声はつきる

ことがありませんでした。

バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
も
お
い
し
い
よ

▲
み
ん
な
で
楽
し
い

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー

お母さんガモの後を一生懸命追いかけています

坂川( 小山・新開橋下流) で、カモの親子

がえさをついばむのどかな光景を見ることが

できます。

ご近所の方のお話によると、毎年この季節

(7月下旬)になると、子ガモを連れて来て子

育てをするとか。

今年も、4 羽の子ガモガ、元気いっぱいに

泳ぎまわっています。

ま
つ
ど
文

学
散
歩

山

下

清

『

裸

の

大

将

放

浪

記

』

日

本
の
ゴ
ッ
ホ

と
し
て
有
名
な
山

下
清
(
大
正
十
一
年
~
昭
和
四
十
六
年
)
が

そ
の

放
浪
生
活
を
つ

づ
っ
た
『
裸
の
大
将

放
浪
記
』
に
は
、
昭
和
二
十
年
前
後
の
馬
橋

の
街
並
み
や
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
様
子
、

時
折
出
掛
け
た
松
戸
や
小
金
の
町
の

様
子
、

空
襲
や
疎
開
者
な
ど
戦
時
中
の
状
況
な
ど

が
克
明
に

書
か
れ
て

お
り
、
生
き
た
郷
土

資
料
と
し
て
も
読
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

昭
和
九
年
十
二
歳
の

時
、
市
川
の
精
神

薄
弱
児
養
護
施
設
八
幡
学
園
に
入
園
。
同

十
五
年
十
八
歳
の
時
に
は
、
戦
争
に
行
く

の
が
恐
ろ
し
く
徴
兵
を
逃
れ
る
た
め
、
学

園
を
抜
け

出
し

、
以
後
放
浪
の
日
々
を
送

り
ま
す
。
二
十
一
年
二
十
四
歳
こ

ろ
ま
で

は
、
馬
橋
の
問
屋
、
魚
屋
や
我
孫
子
の
弁
当

屋
な
ど
を
転
々
と
し
て
下

男
や
女
中
代
わ

り
な
ど
を
し
て
い

ま
し
た

。

清
の
手
記
は
、
自
ら
進
ん
で
書
い

た
も

の
で

は
な
く

、
放
浪
の

合
間
に
八
幡
学
園

に
戻
っ
た
際
に
、
就
寝
前
の
日
課
と
し
て

書
か
さ
れ
た
も
の
で

、
ノ

ー
ト
十
四
冊
に

も
の

ぼ
り
ま
す
。

清
の
文
章
は
、
点
や
丸
な
ど
の
句
読
点

の
な
い

、
独
特
の
し
ゃ
べ
り
言
葉
で

体
験

が
つ

づ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の

文
章
は
、

異
色
の
ス

タ
イ
ル
と
し
て

専
門
家
に
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
よ

う
に
、
あ
ま
り
に
も
有
名
な
貼

絵
群
も
、
学
園
に
戻
っ
た
と
き
の
日
課
で

作
ら
さ
れ
た
も
の
で

す
。
既
に
松
戸
に
来

る
前
に
、
八
幡
学
園
の

顧
問
医
・
式
場

隆
三

郎
に
貼
絵
の
才
能
を
見
い

出
さ
れ
、
清
を

中
心
と
す
る
学
園
生
の

展
覧
会
な
ど
に
よ

り
一
部
で

知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い

ま

し
た
。

馬
橋
の
加
藤
魚
屋
・
加
藤
和
英
さ
ん
の

話

「
店
に
は
あ
ま
り
出
ら

れ
な
い
の
で
、
主

に

洗
濯
や
お
使
い

、
風
呂
炊
き
な
ど
お
勝

手
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。

一

度
、
新
聞
紙
や
包
み
紙
で
貼
絵
を
し

て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
旗

の

絵
で
し
た
ね
。

性
格
的
に
は
、
人
の
好
き
嫌
い
が
は
っ

き
り
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
炊
飯
の
水
量

な
ど
、
何
回
も
几
帳
面
に
量

っ
て
い
た
り

し
て
ま
し
た
。

テ
レ

ビ
で
山
下

清
役
を
演
じ
て
い
る
芦

屋
雁
之
助
さ
ん
も
わ
が
家
に
見
え
ま
し
た

が
、
話
し
方
な
ど
そ
っ
く
り
で
す
ね
」

「
こ
こ

の
道
を
真
っ

直
ぐ
行
く
と
馬
橋

へ

行
か
れ
る
か
ら
馬

橋
の
大
通
り
へ
行
く

と
家
が
沢
山
並
ん
で
居
る
の
で

そ
こ
へ
行

け
ば
つ
か
っ
て

く
れ
る
か
も
し

れ
な
い
」

と
言
わ
れ
ま
し

た

い
よ
い
よ
馬
橋
の
大
通
り
へ

出
て
一
軒

一
軒
聞
い
て
見
た
ら

ば

こ
こ
の
家
で
は

子
供
二
人
で

大
人
は
一
人
し
か
居
な
い

の
で
う
そ
を
言
っ
て
人
を
だ
ま
し
ま
し
た

こ
こ
の
家
の
お
か
み
さ
ん
は
驚
い
て
居

ま
し

た

「
ま
っ
た
く
か
わ
い

そ
う
で
す

ね

お
や
は
二
人
と
も
死
ん
だ
し

兄
は

居
な
い
し

し
ん
せ
き

も
居
な
い
し
四
ぼ

も
飯
を
食
べ
な
い
し

東
京
か
ら
ぶ
ら
ぶ

ら
あ
っ
ち
こ
っ
ち
方
々
の
家
を
一
軒
一

軒
聞
い
て
歩
い
て

本
当
に
か
わ
い
そ
う

で

す
ね
」
と
言
っ
て

「
僕
は
頭
が
悪
い
し

体
が
弱
い
し

正

直
に
I

生
け
ん
め
い

働
き
ま
す
か
ら
つ

か
っ
て
下
さ
い
」
と
言

っ
た
ら

ば
「
そ
れ
じ
ゃ
正
直
に
I
生
け
ん

め
い

働
く
な
ら
ば
つ
か
っ
て
や
る
」
と
言

っ
て

居
ま
し
た

僕
は
有
り
が
た
く
思
い

ま
し
た
(

「
裸
の
大
将
放
浪
記
」
)

(
市
立

図
書
館
)「両国の花火」(裸の大将放浪記より)
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